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ミ ~ の ら て

~静岡県地学会@平地学同好会合同巡検報告~

松本仁 民主

平成 6 年 8 月 16 日 ~17 日にかけて、静岡県地学会@平地学同好会の合同巡検会が、福島県いわき市

を中心として諒催された。この巡検会は、昨年8月、平地学問好会会員有志が本県の糸魚川@

造線の露頭や県地震防災センタ一等を合同巡検されたのがきっかけで、本年度は本会会員有志がいわ

き市に出向き、いわき地方の古生層から古第三紀層を訪ね、化石採集や鉱物採集をしようというもの

であるO 今まで単独の活動をしていた本地学会にとって、他県の地学問好会との合同巡検は、一つの

ともなるべき新しい活動であろう O

もようやく峠にさしかかった墳に行われた巡検会は、好天にも恵ま

のもと、数々のおみやげを手に入れることができたいへん官思議仁めつ

の方々の献身的なご援助の賜物であり、ここに深く
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八菜鉱山の南に、

沢には、

を採掘している玉山採石場がある O この玉山採石場わきの

している O この黒色頁岩から、三葉虫、腕足類、単体サンゴ

などの化石が報告されている O 特に三葉虫の産出地として天然記念物として指定されている O 今回は

の許可を得て、化石を採集することができた。うす暗い木立ちの中で、蚊にさされ

ながらも運よく腕足類の化石を見つけた会員もいた。

3月17EI(~持

弥勤沢炭鉱資料館

1855年(安政2年)、片寄平蔵により、弥助沢で

された。その後 (1858年)加綿作平ら

により れ、常磐炭田の中心地とし

みた。明治時代から昭和初期

し

されている O 当時の炭鉱

は、会社組織のものもあったが、多く

形式のものであったようだ。狭く

、「水風

ながら ど

さんから る

されている抗 っているO

4 弥軌沢炭鉱資料館入口で説明を爵く

(中央はi可資料館管理人の渡護さん)

O ;土、 のおもかげはなく、山々の所々に残

いて、シルト層中からメタセコイヤなどの植物化石を産出するO

河床は広く、 も少なかったの には好適であった。層理にそってハンマーを入れていく

と簡単にシルトがはがれ、

い出せた。所々に 20 ClTI位

の炭化し まっている所もあっ ι

メタセコイヤ、ス

る事が

自水阿弥陀堂

、ハンノキ

O 

平安時代末 (1160年)

の植物化石を

に指定され

ているO 方三簡単層宝形造り柿葺きで、流れるよ

うな屋根の曲線が平安時代の芸令官的な建造をしの

ばせている O 奥州平泉金色堂と局時代の様式で、

この白水の地名も、平泉の泉の字を分字して名付

けたと伝えられているO 堂内には、

財の本尊阿弥陀如来像とその脇

5 今簡の巡検に参加さ

}I 

2人目

左から 4人目

52 



静岡地学 70号 (1994)

歪菩薩像、持国天像、多聞天像がおかれ、いずれも国の重要文化財に指定されている O 広い境内の池

とその横に立つ阿弥陀堂が美しく、多くの観光客が訪れていた。

いわき石炭@化石館

常磐線湯本駅から約500mの所にあるO 常磐炭田の石炭採掘の麿史といわき市内で発揺された化石

をもとにして、地球の歴史を市民に分かりやすく説明するため、外国を含む諮地域の化石資料を

している O
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しており学術的にも

には、ブタノてスズキリュウ

ンモナイト、プロトプテルム、イワキクジラ

などがあるO 海外から産出されたものとしては、

221llのアメニチサウルス、アルパートサウノレ

ス、クリ夕、スラスなど、数体の骨格模型企が展示さ

れている O
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にもいわき市民の文化の高さを物語っている O

をはじめ、いわき市内で発見された
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